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問

未
整
備
区
間
の
将
来
交
通
量

推
計
は
過
大
な
見
込
み
で
は
な
い
か
。

答

県
か
ら
、
平
成
19
年
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
基
に
、
27
年
道

路
交
通
セ
ン
サ
ス
現
況
交
通
量
と
の

整
合
性
を
図
っ
た
上
で
、
減
少
想
定

の
人
口
推
計
を
勘
案
し
、
42
年
の
将

来
交
通
量
を
１
万
７
６
０
０
台
と
し

た
と
聞
い
て
お
り
、
妥
当
と
考
え
る
。

問

協
議
会
で
示
さ
れ
た
計
画
案

に
対
す
る
本
市
の
考
え
を
聞
く
。

答

４
車
線
道
路
の
完
成
に
よ
り
、

課
題
で
あ
る
国
道
32
号
線
と
の
交
差

点
（
木
屋
橋
）
付
近
の
渋
滞
緩
和
が

期
待
で
き
、
ま
ち
な
か
居
住
の
促
進

④

問

改
定
理
由
に
つ
い
て
聞
く
。

答

今
後
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ

り
収
益
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、

施
設
の
老
朽
化
対
策
や
災
害
対
策
に

も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
２
０
２

６
年
に
は
累
積
赤
字
が
約
43
億
５
千

万
円
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
か
ら

は
、
経
営
改
善
に
向
け
て
早
期
に
使

用
料
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
収
益

確
保
の
た
め
に
水
洗
化
率
（
公
共
下

水
道
の
処
理
区
域
内
人
口
に
対
す
る

接
続
人
口
が
占
め
る
割
合
）
の
向
上

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
答
申
が

出
さ
れ
、
包
括
外
部
監
査
か
ら
は
、

基
本
料
金
の
値
上
げ
と
と
も
に
、
10

㎥
ま
で
の
使
用
料
も
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
早
期
の

経
営
改
善
が
必
要
と
判
断
し
た
。

問

改
定
率
を
16
％
と
し
た
根
拠

を
聞
く
。

答

総
務
省
が
示
す
月
20
㎥
当
た

り
３
千
円
を
目
安
と
し
、
改
定
率
17

・
７
％
を
目
指
し
て
い
た
が
、
包
括

外
部
監
査
の
意
見
や
類
似
都
市
の
状

況
、
使
用
者
の
負
担
を
考
慮
し
、
16

％
の
改
定
率
と
し
た
。

９月定例会
で可決した 主な議案

○高知みらい科学館条例制定議案
　　高知の未来を担う理科好きの子どもを増やし
育てるとともに、大人も子どもも科学に親しみ、
　科学を楽しむ文化を育てるため、学習・体験施
設として、高知みらい科学館を設置することに
ついて、条例を制定するもの。
○消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一
部を改正する条例議案
　　北消防署の設置および中消防署の廃止を行う
とともに、東消防署の管轄区域の変更等をする
ため、条例の一部を改正するもの。
○指定避難所配備用携帯トイレ処理セット購入契
約締結議案
　　指定避難所配備用携帯トイレ処理セット1,800
箱について、株式会社中村防災サービスとの間
に、価格3,732万4,800円で購入契約を締結しよう
とするもの。

問

改
定
に
当
た
っ
て
配
慮
し
た

内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答

使
用
料
に
占
め
る
基
本
料
金

の
割
合
は
現
状
の
30
％
程
度
を
維
持

し
、
９
０
０
円
を
１
０
３
０
円
に
す

る
改
定
と
し
た
。

　

ま
た
、
改
定
率
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
な
家
庭
の
平
均
使
用
水
量
月
20

㎥
で
13
・
６
％
、
子
育
て
、
介
護
世

帯
等
の
複
数
人
世
帯
が
多
く
含
ま
れ

る
月
20
㎥
か
ら
50
㎥
ま
で
で
11
・
６

％
か
ら
13
・
６
％
ま
で
と
し
た
。

　

他
方
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
１
㎥

か
ら
10
㎥
ま
で
も
改
定
対
象
と
し
、

10
円
を
27
円
に
す
る
改
定
と
し
た
。

　

値
上
げ
の
前
に
最
大
限
の
努
力
を 

～
下
水
道
使
用
料
改
定
議
案
は
継
続
審
査
～

　

９
月
議
会
に
、
平
成
30
年
４
月
１

日
か
ら
下
水
道
使
用
料
を
平
均
16
％

値
上
げ
す
る
下
水
道
条
例
の
一
部
改

正
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
審

査
の
結
果
、
市
民
生
活
に
直
接
影
響

を
与
え
る
重
要
な
議
案
で
あ
る
た
め

慎
重
な
審
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と

し
て
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
水
洗
化
率
（
83
・
９
％
）

は
中
核
市
平
均
（
94
・
７
％
）
よ
り

低
く
、
仮
に
中
核
市
平
均
ま
で
引
き

上
げ
た
場
合
、
年
間
で
４
億
１
千
万

円
余
り
の
増
収
が
見
込
ま
れ
る
と
の

試
算
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

問

水
洗
化
率
が
ど
の
程
度
向
上

す
れ
ば
値
上
げ
が
回
避
で
き
る
の
か
。

本
市
の
水
洗
化
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答

改
定
に
よ
り
５
億
３
千
万
円

余
り
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
値
上
げ
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
水
洗
化
率
を
97
・
７
％
ま
で
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
後
10
年
間
は
、
汚
水

の
集
中
整
備
に
よ
り
水
洗
化
率
算
定

の
分
母
と
な
る
下
水
道
の
処
理
区
域

内
人
口
が
増
え
る
た
め
、
急
速
な
向

上
は
見
込
め
ず
、
２
０
２
６
年
の
目

標
を
87
・
４
％
に
設
定
し
て
い
る
。

　

他
方
、
水
洗
化
率
の
向
上
は
最
重

要
課
題
で
あ
り
、
一
層
精
力
的
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
近
所

同
士
で
２
人
か
ら
11
人
ま
で
の
グ
ル

ー
プ
を
つ
く
り
下
水
道
に
接
続
す
る

と
、
工
事
費
の
65
％
を
上
限
に
助
成

金
を
交
付
す
る
制
度
（
下
水
道
グ
ル

ー
プ
助
成
金
制
度
）
を
開
始
し
て
お

り
、
説
明
会
や
広
報
紙
、
戸
別
訪
問

で
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
業
者
に

も
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
。

新
堀
川
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

県
道
は
り
ま
や
町
一
宮
線
整
備

　

都
市
計
画
道
路
は
り
ま
や
町
一
宮
線
は
、
県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
街
路
４

車
線
化
事
業
で
、
平
成
７
年
の
都
市
計
画
決
定
後
、
12
年
に
事
業
着
手
さ
れ
、

23
年
３
月
に
は
り
ま
や
橋
小
学
校
ま
で
の
北
側
区
間
が
整
備
・
供
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
電
車
通
り
か
ら
は
り
ま
や
橋
小
学
校
北
側
交
差
点
ま
で
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
新
堀
川
に
生
息
す
る
希
少
動
植
物
の
扱
い
や
、
新
堀
川
を
覆
う
こ

と
へ
の
反
対
意
見
が
出
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
県
は
工
事
を
中
断
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
環
境
調
査
や
交
通
量
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
県
は
、
本
年
６
月
に
、

は
り
ま
や
工
区
の
果
た
す
べ
き
役
割
や
新
堀
川
の
水
辺
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
未
整
備
区
間
の
整
備
の
あ
り
方
を
提
言
す
る
た
め
、

は
り
ま
や
町
一
宮
線
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り
、
本
市
も
委
員
と

し
て
参
加
す
る
中
で
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
、
都
市
の
魅
力
・
回
遊
性
の
向
上

に
よ
る
中
心
市
街
地
東
部
の
活
性
化

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
通

学
児
童
の
安
全
が
確
保
で
き
る
と
考

え
る
。

　

さ
ら
に
、
希
少
動
物
の
生
息
を
考

慮
し
、
新
堀
川
の
石
積
み
を
再
利
用

し
て
干
潟
の
新
た
な
創
出
を
図
る
工

法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
景
観
や
環

境
面
に
十
分
配
慮
し
た
計
画
と
な
っ

て
お
り
、
自
然
・
歴
史
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
や
、
本
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る
「
城
下
町

の
風
情
を
感
じ
る
ま
ち
」
の
実
現
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。


